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すこやか 深谷市立藤沢小学校保健室

『秋の味覚』かぼちゃ、おいも、

栗・・・歯につくととれにくい物が多

いですね。冬も『食べたらみがく』

習慣をお願いします。

前回の検診から半年たち、次回

の歯科検診は１１月９日（木）の予定

です。当日は、朝の歯みがきを忘

れないでくださいね。

むし歯の早期治療と予防へのご協力をお願いします。

寒い冬が始まりますね。

最近、藤沢小でもかぜや発

熱で欠席をするお子さんが増

えていて、心配です。特に腹痛

を訴えるお子さんは、身体が冷

えてつらそうです。

普段の生活の中で、何がで

きていて何ができていないか、

見直してみましょう。例えば、今

日の服は気温や季節にあって

いるか、登校前にお子さんの衣

服チェックと声がけをお願いし

ます。 季節の変わり目を上手

に過ごしてください。

ちらほら出没しています 『感染性胃腸炎』に注意
かんせんせい い ちようえん

■ ノロウィルスが原因・
○ウィルスに感染した人と接触したり、嘔吐物のしぶきや、乾燥して空気中にただ

よっているウイルスなどをすい込むと、1～2日して、はきけ・嘔吐・げりがおこる。

○腹痛や熱などが数日つづき、はじめは、かぜとまちがえやすい。

○症状がおさまっても、1週間～1ヶ月くらい、便からウィルスが排泄される。

ノロウィルス ○エタノールや逆性石けんでは、菌は殺せない。

次亜塩素酸ナトリウム（漂白剤）がよくきく。

■ふん便や嘔吐物の処理
なるべく早く、使い捨てのマスクと手袋を使い、

ぞうきんなどで外から内側に向かって 注意：ふん便や吐物は乾燥させない！

静かにふき取る。 乾燥すると、空中にただよい、

ふき取った後、 次亜塩素酸ナトリウム 口に入り、うつることがあります。

（漂白剤）でゆかをふく

■ノロウィルスの予防は、手洗い・うがい
『つめ』を短く切り 『石けん』を十分あわ立て 念入りに『手洗い』 そして『うがい』

※石けんにノロウィルスを殺す力はありませんが、手のあぶら等の汚れを落とすことで、

ノロウィルスを手指からはがれやすくする効果があります。

・出典：厚生労働省HP『ノロウィルス食中毒の予防に関するＱ＆Ａ』より抜粋

感染症予防の基本は、しっかり手洗いですね
（かぜ・インフルエンザ・ノロウィルス・溶連菌）

①軽く水でながす ③手の甲を洗う

②石けんを泡立てる ④ゆびの間を洗う

⑤指の先を洗う ⑦水でよくすすぐ

⑥手首を洗う ⑧きれいな手ふきで拭く

※裏面も読んでください。脳内物質の話です。


